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出町ゆかり

　

４
月
23
日
投
票
で
行
わ
れ
た
高
槻
市
議
会
選
挙
で
、
４
人

立
候
補
し
ま
し
た
が
全
員
当
選
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

選
挙
で
は
、
濱
田
市
政
を
前
進
さ
せ
、
小
学
校
給
食
の
無

料
化
、
子
ど
も
の
医
療
補
助
18
歳
ま
で
の
完
全
無
料
化
の
実

現
、
市
バ
ス
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
充
実
な
ど
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
公
約
実
現
の
た
め
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

健
康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
秋
に
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
置
き
換
え
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
改
定
案
が
与
党
な

ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
問
題

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
問
題

日
本
共
産
党
議
員
団
３
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国
民
皆
保
険
を
揺
る
が
す
制
度

国
民
皆
保
険
を
揺
る
が
す
制
度

医
療
現
場
で
は
混
乱
が
予
想
さ
れ
る

医
療
現
場
で
は
混
乱
が
予
想
さ
れ
る

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
か
ど
う
か
は
任
意
で
す
。

し
か
し
、
法
案
は
カ
ー
ド
や
紙
の
形
で
交
付
さ
れ
て
い
る
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
一
体
化
さ
せ
ま
す
。
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
を
持
た
な
け
れ
ば
医
療
機
関
の
受
診
に
著
し
い
不
便
が
生

じ
か
ね
な
い
と
脅
し
て
取
得
を
強
制
す
る
も
の
で
す
。

保
険
証
の
廃
止
に
65
％
が
反
対

保
険
証
の
廃
止
に
65
％
が
反
対

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
65
％
が
保

険
証
の
廃
止
に
反
対
、
８
割
が
窓
口
対
応
の
増
加
、
７
割
が
シ
ス

テ
ム
の
不
具
合
時
に
診
療
が
困
難
に
な
る
恐
れ
を
訴
え
、
災
害
時

の
対
応
へ
の
不
安
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
こ
そ
強
化
を

個
人
情
報
保
護
こ
そ
強
化
を

　

21
年
施
行
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
で
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
入
り
口
に
し
て
、
情
報
関
連
を
拡
大
さ
せ
、
様
々
な
個
人
デ
ー

タ
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
情
報
は
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
民
間
企
業
な
ど
に
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
拡
大
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
長
年
進
ま
な
か
っ
た
の
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
や
デ
ー
タ
漏
洩
へ
の
不
安
が
強
い
か
ら
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
は
個
人
情
報
保
護
の
強
化
と
一
体
で
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
保
険
証
を
人
質
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
押
し

付
け
る
の
は
反
対
で
す
。

　

保
険
証
な
ら
ば
、
記
載
さ
れ
て
い
る
名
前
や
保
健
番
号
を
病
院

や
診
療
所
の
職
員
が
見
て
確
認
す
れ
ば
す
み
ま
す
。
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
表
面
に
は
被
保
険
者
の
番
号
や
保
険
者
の
名
称
な
ど
が
書
い

健
康
保
険
証
を
届
け
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
国
や
自
治
体
の
義
務

健
康
保
険
証
を
届
け
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
国
や
自
治
体
の
義
務

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
に
は
保
険
証
の
廃
止

後
、
保
険
加
入
の
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
し
か
し
、

申
請
が
必
要
で
、
有
効
期
間
が
あ
り
更
新
手
続
き
も
必
要
で
す
。

国
や
自
治
体
は
保
険
証
を
届
け
る
義
務
が
あ
り
、
自
宅
に
保
険
証

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　この法案は、今まで「原則４０年、最長６０年」とされ
ていた原発の運転期間の規定を、原子炉等規制法から電
気事業法に移し、６０年以上の延長を可能にするもので
す。原発の危険性は変わらないのに、法律を変え期間を延長させるというこ
とは、やってはならないことです。
福島の原発事故から１２年が経過してもなお、多くの人がふるさとに帰れず、
その補償も十分にされていません。廃炉作業は難航し見通しがたっていませ
ん。今年の１月３０日にも高槻から８０ km しか離れていない高浜原発が異
常のため自動停止しています。原発の危険性をわたしたちは実感しました。
　世界でもドイツについで、台湾も原発ゼロを決定しています。先日も北陸
で大きな地震があり、地震のたびに、原発の危険が心配されます。これから
南海トラフ大地震など確実に起こるとも言われているなかで、これ以上原発
に頼ることはやめるべきです。

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
は
専
用
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど

を
設
置
し
保
険
証
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

原発推進法案撤回を原発推進法案撤回を
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《
ひ
と
り
親
世
帯
》

◎
主
な
給
付
対
象
者

ア　

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
（
申
請
不
要
・
５
月
中
給
付
予
定
）

イ　

家
計
が
急
変
し
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ

水
準
と
認
め
ら
れ
る
方
等
（
申
請
受
付
後
、
随
時
給
付
）

◎
給
付
額

　

対
象
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

　

問
い
合
わ
せ：０
７
２

－

６
７
４

－

７
８
３
２
（
子
ど
も
育
成
課
）

《
そ
の
他
世
帯
》

◎
主
な
給
付
対
象
者

ア　

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
度
の
児
童
手
当
ま
た
は
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
方
（
申
請
不
要
・
５
月
中
給
付
予
定
）

イ　

家
計
が
急
変
し
、
収
入
等
が
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で

あ
る
方
と
同
じ
水
準
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方（
申
請
受
付
後
、

随
時
）

◎
給
付
額

　

対
象
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

　

問
い
合
わ
せ：０
７
２

－

６
７
４

－

７
７
７
３（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

物
価
高
騰
等
の
た
め

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
支
援

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン・３
回
目
以
降
の
接
種

大
阪
府
、
23
年
度
国
保
料
引
き
上
げ

大
阪
府
、
23
年
度
国
保
料
引
き
上
げ

　

維
新
府
政
が
、

「
国
保
の
府
内
統

一
」
を
進
め
、

大
阪
府
内
の
市

町
村
の
２
０
２

３
年
度
の
国
保

料
が
４
月
４
日

ま
で
に
発
表
さ

れ
た
中
で
、
15
市
町
村
の
う
ち
、
13
市
町
村
で
値
上
げ
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
年
収
４
０
０
万
円
の
４
人
世
帯
、

所
得
換
算
２
７
６
万
円
、
夫
婦
と
も
40
歳
未
満
、
子
は
小
学
生
以

上
で
計
算
）

　

値
上
げ
自
治
体
の
う
ち
、府
の
示
し
て
い
る
「
統
一
保
険
料
率
」

に
合
わ
せ
た
６
市
（
池
田
、
貝
塚
、
守
口
、
柏
原
、
泉
南
、
阪
南
）

の
保
険
料
は
年
約
５
０
万
５
千
円
。
22
年
度
の
全
国
ワ
ー
ス
ト
10

位
以
内
に
入
る
高
額
の
保
険
料
で
す
。
い
ず
れ
も
「
維
新
市
政
」

で
22
年
度
よ
り
年
３
万
３
０
０
０
円
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
も
大
幅
値
上
げ
で
す
。
大
阪
府
は
国
保
料
な
ど
を
24
年

度
に
は
完
全
に
統
一
す
る
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
独
自
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
は
支
援
を
し

な
い
よ
う
、
圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
。
高
槻
市
の
国
保
料
は
黒
字

で
す
。
日
本
共
産
党
は
独
自
の
減
免
制
度
の
充
実
、
子
ど
も
の
国

保
料
（
均
等
割
）
を
な
く
し
、
国
保
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

（
国
の
事
業
）

５
月
８
日
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

　
　
　
　
　
　
　
　
２
類
か
ら
５
類
に
移
行

５
月
８
日
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

　
　
　
　
　
　
　
　
２
類
か
ら
５
類
に
移
行

府
統
一
保
険
料
率
の
自
治
体

大阪府内市町村での国保料の動向

２３年度
国保料

前年度からの
増減額

単位：（約）万円

池田市
貝塚市
守口市
柏原市
泉南市
阪南市
摂津市
枚方市
豊能町
豊中市
大阪市
高槻市
堺市
交野市
大東市

50.5
50.5
50.5
50.5
50.5
50.5
49.7
49.6
49.5
49.4
48.3
48.3
46.9
45.5
44.0

＋3.３
＋3.３
＋3.３
＋3.３
＋3.３
＋3.３
＋3.６
＋4.５
＋3.３
＋4.３
＋3.３
＋4.９
＋3.１
０.０
-３.２

■は維新自治体

　

５
月
８
日
か
ら
６
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

期
限
は
５
月
８
日
か
ら
８
月
末
ま
で
で
す
。
前
回
接
種
か
ら
３
か

月
た
っ
た
方
で
、
今
回
の
対
象
者
は
以
下
の
方
た
ち
で
す
。

◎
65
歳
以
上
の
方

◎
12
歳
以
上
65
歳
未
満
で
・
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方
・
医
療
従
事
者
等
お
よ
び
、
高

齢
者
施
設
等
の
従
事
者

●
初
回
接
種
を
終
了
し
た
全
て
の
方
の
接
種
は
９
月
以
降
の
予
定

で
す
。

　

し
か
し
、
５
月
８
日
だ
け
を
み
て
も
、
大
阪
府
で
は
５
４
７
人

（
内
、
疑
似
症
１
７
７
人
）
の
感
染
者
、
２
人
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

５
類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
無
料
だ
っ
た
ウ
イ
ル
ス
検
査
や
外
来

診
療
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
国
の
試
算
だ
と
初
診
料

は
最
大
４
１
７
０
円
、
入
院
す
る
場
合
は
、
軽
減
措
置
と
し
て
月

に
最
大
２
万
円
が
補
助
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
重
症
で

入
院
す
れ
ば
、
大
き
な
負
担
を
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
受

診
控
え
も
増
え
る
可
能
性
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
は
診

療
報
酬
が
減
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
医
療
機
関
が
減
る
こ
と

も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
類
に
移
行
す
る
と
し
て
も
、
引
き
続

き
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
医
療
費
補
助
な
ど
特
別
な
対
策
が
必

要
で
す
。
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